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　赤トンボの代表ともいえる「アキアカネ」の減少
は以前から指摘されてきたが、環境省は2014年９月、
稲作に使用される農薬がトンボの生態に及ぼす影響
について実態調査を開始すると発表した。
　今回の調査は、国立環境研究所が全国７カ所の池
や、湖沼の水や堆積物の残留農薬、トンボへの農薬
の影響を調べる予定であり、研究代表者の五箇公一
氏は、『クワガタムシが語る生物多様性』（創美社、
2010）の中で、水田への育苗箱施用剤として使用さ
れるネオニコ（イミダクロプリド）やフィプロニル
によって、水生生物が大打撃を受けることを以前か
ら指摘していた。五箇氏は今回の研究で、欧州食品
安全機関（ＥＦＳＡ）におけるリスク評価の妥当性
も検証するとのことだが、ＥＦＳＡは2013年末、ネ
オニコ系の２成分がミツバチだけでなく、子どもの
脳の発達に影響を及ぼす可能性があるとする重大な
警告を発している。
　今回の研究で対象となる農薬は、イミダクロプリ
ドなどのネオニコチノイド系農薬、そして、同じく
浸透性農薬としてミツバチ大量死影響したとヨー
ロッパで注目されているフェニル・ピラゾール系の
フィプロニルである。すでに、水田での苗箱に使用
されるこれらの成分を含む殺虫剤が水生生物に与え
る影響の国内での研究は進んでおり、2010年にＥｘ
ＴＥＮＤ2005環境省の野生生物の生物学的知見発表
会で、石川県立大の上田哲行氏らによって「アカト
ンボ減少傾向の把握とその原因究明」と題する研究
発表、また宮城大の神宮字寛氏と上田氏との共同研
究「フィプロニルとイミダクロプリドを成分とする
育苗箱施用殺虫剤がアキアカネの幼虫と羽化に及ぼ
す影響」の論文（農業農村工業会論文集、2009）な
どがその危険性を指摘している。
　ネオニコ系の２成分を含む農薬を使用した水田
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―環境省が初めて農薬（ネオニコ・フィプロニル )の影響調査―

は、不使用の水田と比較して、ヤゴの羽化率が３割
と低く、またフィプロニル製剤を使用した水田では
ヤゴは全く羽化しなかったという。
　環境省がトンボなど生物をまもるために農薬を問
題とするのはきわめて異例であり、この農薬調査の
結果、環境省が農薬の生態系への影響についてはっ
きりと危険性を評価し、農水省や農薬メーカーに意
見することがあるとすれば、それはネオニコ問題に
とって大きな進展となるだろう。日本の生態系、ト
ンボが舞い、ホタルやハチ、チョウがあたりまえに
見られる環境を取り戻すために環境省の今回の調査
に期待したい。
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制作：「赤とんぼがいない秋」制作委員会　演出・
撮影・編集　岩崎充利　（ミツバチからのメッセー
ジのＤＶＤ制作に続き、ネオニコ農薬やフィプロニ
ルに危険性を訴える作品）
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◎活動報告（14/09〜14/10）
09月11日　運営委員会
09月21日　次世代ＰＴ会議
10月09日　運営委員会
10月13日　次世代ＰＴ会議
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根でも避難計画と合わせて計画されました。

　火山列島であり、地震国でもあるこの国。

末代まで残ることになる危険な放射能。薬

を配ることより原発を廃棄することが次の

世代に対する責任です。

　更に、驚くべき最近のニュース。福島第

一原発の直ぐ横の帰還困難区域内を走る国

道６号線の通行規制が解除されました。人

の立ち入り禁止区域内を、車に乗っていれ

ば誰でも通行できることになったのですが、

締め切った車内でも線量は上がるそうです。

子どもが乗っていた場合は、どういうこと

になるのか。東京オリンピックを誘致した

くて、「放射能はコントロールされている」

との発言などもあり、何という為政者のい

い加減さ。

　そんなことに腹を立てているうちに、早

や木枯らし一号。どちら様も風邪などに御

気をつけ、忙しい年末をお迎え下さい。（風

邪は乾燥が原因。寝る前に仰向けになって、

薬用オリーブ油を一滴ずつ鼻の穴に垂らし

てそのままマスクをして寝ます。乾燥防止

になり風邪を引きません。日々実証済み）

　　（参考文献：デイズジャパン 11 月号他）

編集後記 広報委員長　佐和洋亮

　　　　　　腹の立つ
　　　　　ことの多しや
　　　　　　暮れの秋

　　　木曾のナー　中乗りさん

　　　木曾の御嶽山は　ナンジャラホーイ

　　　夏でも寒い　ヨイヨイ

　民謡木曾節で謡われた御嶽山の噴火。60

人以上の人が亡くなったり、行方不明にな

りました。落ちてくる噴石や噴煙から逃げ

まどった登山者の方々は、どんな思いだっ

たのでしょう。比較的楽に登れる3000メー

トルの山。10 数年前に頂上の山小屋から降

るが如し星空を眺めた記憶があります。み

な様のご冥福をお祈りします。人間の力の

及ばない地球の活動。なかなか予知できな

いものの、前兆があったのだから警告が出

せなかったものか。

　さて、桜島の北薩火山群の真ん中に位置

する鹿児島の川内（せんだい）原発。原発

の真下でいつ噴火が起こっても不思議では

ないともいわれています。その川内原発で

は、万一の事故に備えて住民に甲状腺被爆

を防ぐとされるヨウ素剤を配付しています。

同じことは、この鹿児島の他、愛媛、佐賀

でも実施・計画され、最近は私のふる里島

　同封しましたチラシにあるように、11月15日と16日連続で国際市民セミナー
を開催予定です。
　15日は環境ホルモン問題に焦点を当てて、ＥＵで進行中の環境ホルモン物質
の規制の最新情報に関するセミナーになります。
　16日はより一般の人向けで、妊娠中の胎児の環境が、出生後の病気のリスク
の上昇につながるという問題を、専門家の先生方から分かりやすく解説しても
らうというセミナーになります。
　とっつきやすいのは16日のセミナーと言うことになりますが、16日参加予
定の方は、15日も無料で参加可能です（どちらか片方でも1000円。両方でも
1000円）。ぜひ両方にご参加ください。

　購入希望冊数が１～10冊の方は200円 × 冊数＋送料（82 円）分の切手同
封で事務局にお申し込みください。11冊以上の方は、請求書同封の上、着払い

（クロネコヤマト便）で発送しますので、ご希望冊数および送付先をメールまた
はファックスで事務局までお知らせください。
　なお、11月15、16日の連続国際市民セミナーでは、ネオニコレポートの販
売を行う予定です。

◎11月１５、１６日連続国際市民セミナー
（両方参加しても1000円）

◎ネオニコレポートの販売について


